
七
〇

一．ゼ

E
o
o．

一0
E
蜆

E
0
一垣

o
］

1o
o．

o
0＝

あ
○
蜆
o
o．

］
o－

E
o
－o

o
o
］

10
’0

E
0
f0
0
0
眈

o

〇

一

10
－
〇

一
眈
○

眈

餉

E
o
．但

≧
里
三…

ω
…

Z
－o
○
餉
］

0
f
←

下　究　と　創

　研究という以上必ず創意が含まれ

ていなげれぼならないことは，純粋

な理学的研究であっても工業的研究

であっても同様である。だからいく

ら膨大に完怖された科学情報のセソ

ターが出来たとしても，これだけで

は研究所の代わりにはならないであ

ろう。むかし，ある大学の図書室で

みんなのみえる所に大きな額がかげ

てあって，それに”古人の糟粕を嘗

むることなかれ”とかいう言葉が書

＝丑二

型
第7部長理博吉田　進

いてあったそうだが，侮日そこへ山入りする学老

や学生に対して突に遮切な警告であったといえよ
う。

　ところで，これぽ最近筆者がある民間会社の研

究所の研究員から聞いた話である。そこは会杜の

研究所だから現場から出てくる砥々の問魍を第一

に取上げて解決しようとしているのはいうまでも

ない。しかし研究所という以上は新しい開発的な
研究も重要なテーマである。1’川固なのはこの砥の

テーマの選び方だ。不思滋なことにはこれがすべ

て所外から来たものに隈られているのだそうであ

る。たとえば，外国で棚当研究さ・れていて有望ら

しいlu脳とか，どこかの大学の先生が研究してい

てある程度めどがついたので持ち込んで来た問魑

などが検討されてテーマになるというのである。
それではその孤1＝究所白身の研究員の卿こ浮んだ創

意はどうなるのだろうと聞いたら，そういったも

のは始めから無いか，またはあっても決して会杜

の研究テーマにはならないのだとい㌔もし万一

ある研究員が自分の創意を会杜に取

り上げさせようと恩えば，彼はその

研究の成否に自分の首をかけねぼな

らないから，そういう危険をおかそ

うとする者は結局のところいないの

だそうである。

　むろんこの話は単なる一例にすぎ
ないので，最近のように日本経済の

長足の進歩によって統々生れ出てい

．る大会杜の研究所は，もっと研究所

らしい研究所になっているものと思

う。また，筆老は上に述べたような会杜の研究所

をたにも決して非難しているわけではない。企茱

家が自己の資本の規模と利益の見通しを十分考慮

して安全碓実な遣を選ぽうとすると，そのような

帰結になるのは当然なことなのかも知れないので

あ乱しかし，材披研のような国立の研究所がこ
のような例とあまり変わりのないものになってし

まったら，高い税金を払っている国民に対しては

なはだ相済まぬことになると思う。材披研の存在

意義はあくまで研究所であることにあるのであっ
て，単なる試験所や研究追試所であることにはな＝

いであろうから。

　材披研も設立以来いつのまにか5カ年近く維過、

した。道具立は大分ととのったように思う。今後
は研究員の創恵が山来るだけ■卜分に引き山される

ような，また山て来たすぐれた創恵はすくすくと

伸ぱされてわが国の産業の発展につながるような
環境と躰囲気の育成こそ必要であると，泓う。われ

われもこの線に沿って努力したい。
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新研究庁舎完成

　　…ll・1溶接・粉末冶金関係庁舎・lll

　新研究庁舎の完成により，今まで分散

されていた溶接・粉末冶金関係実験室が

一カ所に集められ今後ますます充実した

研究成果が期待されよう。

　これを機会に新併究庁舎の概要ならび

に特色をご紹介する。

梅　要

　1．　鉄筋コソクリート造，地上4階建

　　　　　延　約1，780m2（約540坪）

　　　鉄骨平家建

　　　　　　約　850m2（約260坪）

　2。　総工費　約90，O00千円

　3。実験室の数

　　　鉄筋コソクリート4階建

　　　　　大部屋（4X約8m）28室

　　　　小部屋（4X約6m）17室
　　　鉄骨平家礎　　ユ2X約69n1

　4。　床の積菰荷重

　　　2β皆一700kg　　3艀皆一500kg　　4芦皆一350kg

　5・　各階の実験室の配置は次頁の逝り

特　　色

RC4階建
　1・　肥気配線は水平主配管垂直分岐方式を採用

　2．　各室4mスバソとして標準化し，特定の壁

　　　以外は可動問仕切を用い，大都屋として使

　　　用出来るように考慮した。

　3。　窓枠はアルミサッシュを使ηし，それに沿

　　　って原則的にカウソターを取付け，その下

　　　にべ一スポードヒーターを収めた。

　4．　各窒の床に配線配管ピットを設け，仕上材

　　　としてアスタイルを用いた。

　5．　1階にはアーケードを設け，駐車場その他

　　　に禾I1用できるように考慮した。

　6．　高周波の発生する部屋にはシールドを行な

　　　い，他に及ぼす彫響を防いだ。

鉄骨平家建

　1．　圧搾空気設倣一式を設けた。

　2．　溶接時のガス排気のためのフレキシブル集

　　　座装置を設けた。

　3．　天井走行クレーソを問仕切の一部に利用出

　　　来るように考慮した。

以
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チタン合金の冷問加工

　チタンは工業朋純チタソもチタソ合金も冷間加

工は比較的困難である。チタソの板材，型材，加

工品などが高価になる一困はこの加工性にある。

冷1舳11工が困難な理山の一つはチタソの特徴であ

る降伏比がi痢いことにある。それゆえ加工ρ際に

は降伏比が低く，使用の礫には降伏比が高いこと

が望ましいことである。

　第7部非鉄金属研究室ではチタソにアルミニウ

ム，コパルトを含む三元合金の熱処理と機械的性

質の相関性を研究している際に，ある組成の合金

では適当な焼入れ温度から焼き入れた場合降伏比

が非常に低くなること，および荷重一伸ぴ山線が

異常な型を示すことを見山した・図は砥々な温度

から焼入れたTi－4％A14％C0合金の荷重一伸

　　　　　　　　　　伸　　ひ（｝〕

　　　Ti－4％A1－4．％Co合金の焼入温度と

　　　荷重’仙ぴ1山級の閉係

短　信

◇池田長官の来所◇

　池田科学披術庁長官は去る1月2！日当所の研究施設ならびに

研究状況などを視察された。（右写真の○印は長官，△印は棚本所長）

◇研究報告の発行◇

　材披研不11丈1報沓第3巻第4・浄（鮒3巻最終1号・）

　　84ぺ一ジ・掲椥楡文10筋・12月26日発行

　材披研報告鮒2巻第2号（第2巻最終弓一）

　　64ぺ一ジ・掲披諭文全訳7臓，抄訳ユ禰・ユ月31日発チテ

　　　（通巻第26号）　　’　　　　発行
細集発行人　　吉　　村　　　浩
印　　刷　　奥村印刷株式会社’
　　　　　　東京郁千代日ヨ区酬111［日
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び曲線である。図に示すように800，850．Cから

焼入れた合金は高い降伏比（約9g劣）を示すが，

900，950．1000oCから焼入れた合金は比較的低

い降伏比（約55％）を示す。特に900℃から焼入

れた合金は低い荷皿で1峰伏した後に加工硬化の少

ない部分が続く。同様な現象は950℃から焼入

れたTi－6％A1－4％Coにも存在する。この場合

1蜂伏比は約40％である。

　低い降伏後加工硬化が少ないことは冷問加工が

容易であることを示している。この点を調べるた

めに焼入れ状態の合金の冷問圧延を行なった・こ

の結果g00℃から焼入れたTi－4％A1－4％Co合

金では割れの発生なしに約25％，950℃から焼人

れたTi－6％A1－4％Co合金では約35％冷問圧延

’が可能であることが判明した。これらの価は大略

工業用純チタソが焼鈍なしに冷問圧延できる程度

と同一である。

　この問魎を更に発展さすには合金のこれらの挙

動の本質をよく理解せねぼならない。900oCから

焼入れたTi－4％A1－4％Co合金は顕徴鏡観察で

も，X線回折でもβ相とα相の共存組織を示す。

この状態に加工を加えるとX線的にはβ相回折線

が消失し，顕徴鏡的にはβ相の地にマルテソサイ

ト変態の線が現われる。それゆえ低い降伏後の少

ない力□エ硬化は，変形がβ相のマルテソサイト化

によって進むことを示しているo

　以」二述べたようにある砥のチタソ合金では変形

の際マルテソサイトを形成して容易に加工でき’る

ようになる。当研究室ではこの現象の実用化に向

って則こ研究中であるo
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所　科学技術庁金属材料技術研究所
　　　　　　　東京郁目黒区中目黒2丁圓300番地
　　　　　　　　　冗語目黒（712）3！81（代表）


